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EZR 基本解析練習シート 

 
はじめに 
このファイルは統計解析のソザイヤサン（https://toukei.sozaiya-san.jp/）において配布している下
記ファイルを使って EZR で統計解析の練習をするための練習シートです。 
 
必要なもの 
・対応なしデータ.rda（EZR 用のデータセット） 
・対応ありデータ.rda（EZR 用のデータセット） 
 
その他 
・数値は小数第１位まで、相関係数 r、P 値は小数第 3 位までとする。 

 
スチューデントのｔ検定 

【対応なしデータ】 
  

01 
★☆☆ 
リア充と非リア充について、BMI の差の検定を行った。（ ）内には数値、□にはチェックを入
れなさい。 

 リア充の BMI は（ 20.1 ± 1.4 ）kg/m2、非リア充は（ 21.4 ± 1.8 ）kg/m2 で

あり、 

□ リア充が有意に大きかった （P  ）。 

□ 非リア充が有意に大きかった（P = 0.004 ）。 

□ 有意な差はみられなかった （P  ）。 

02 
★☆☆ 
リア充と非リア充について、年齢の差の検定を行った。（ ）内には数値、□にはチェックを入
れなさい。 

 リア充の年齢は（ 20.2 ± 1.5 ）歳、非リア充は（ 19.9 ± 1.3 ）歳であり、 

□ リア充が有意に大きかった （P  ）。 

□ 非リア充が有意に大きかった（P  ）。 

□ 有意な差はみられなかった （P = 0.417 ）。 

03 
★★☆ 
男性と女性について、BMI の差の検定を行った。（ ）内には数値、□にはチェックを入れなさ
い。 

 男性の BMI は（ 20.8 ± 1.8 ）kg/m2、女性は（ 20.7 ± 1.6 ）kg/m2 であり、 

□ 男性が有意に大きかった （P  ）。 

□ 女性が有意に大きかった （P  ）。 

□ 有意な差はみられなかった （P = 0.897 ）。 

 
 



2 

04 
① 

★☆☆ 
幸福度が 4 以上の幸福群と、幸福度が３以下の非幸福群で比較したい。 【アクティブデータセッ
ト → 変数の操作 → 計算式を入力して新たな変数を作成する】から新しく変数「幸福度 2 分
類」を作成するための計算式を書き、EZR で変数を作成しなさい。尚、幸福群を[1]、非幸福群
を[0]としなさい。 

  

ifelse(幸福度>=4, 1, 0) 

  

04 
② 

★★★ 
【グラフと表 → サンプルのサマリーデータの背景表の出力】から、幸福群と非幸福群の BMI
の基本統計量を計算し、（ ）内には数値、□にはチェックを入れなさい。 

 幸福群のｎ数は（ 30 ）人、非幸福群のｎ数は（ 30 ）人である。この場合、 

□ パラメトリック検定を使うべきである（スチューデントのｔ検定）。 

□ ノンパラメトリック検定を使うべきである（マンホイットニーのＵ検定）。 

 

幸福群の BMI は（ 20.6 ± 1.7 ）kg/m2、非幸福群は（ 20.9 ± 1.7 ）kg/m2 で

あり、 

□ 幸福群が有意に大きかった  （P  ）。 

□ 非幸福群のが有意に大きかった （P  ）。 

□ 有意な差はみられなかった   （P = 0.614 ）。 

05 

★★★ 
お金が多い上位 30 名を裕福群、下位 30 名を貧乏群として比較したい。【アクティブデータセ
ット → 変数の操作 →連続変数を区間で区分する】から、変数 「お金 2 分類」を作成し、年齢
の差の検定を行いなさい。（ ）内には数値、□にはチェックを入れなさい。尚、自動で分けた
場合、裕福群が[2]、貧乏群が[1]となる。 

 裕福群の年齢は（ 20.6 ± 1.4 ）歳、貧乏群は（ 19.6 ± 1.3 ）歳であり、 

□ 裕福群が有意に大きかった （P = 0.004 ）。 

□ 貧乏群が有意に大きかった （P  ）。 

□ 有意な差はみられなかった （P  ）。 
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マンホイットニーのＵ検定 
【対応なしデータ】 

  

01 
Level★☆☆ 
リア充と非リア充について、幸福度の差の検定を行った。（ ）内には数値、□にはチェックを
入れなさい。 

 リア充の幸福度の中央値は（ 4.0 ）、非リア充は（ 3.0 ）であり、 

□ リア充が有意に大きかった （P = 0.002 ）。 

□ 非リア充が有意に大きかった（P  ）。 

□ 有意な差はみられなかった （P  ）。 

02 
Level★☆☆ 
SNS 利用の有無について、幸福度の差の検定を行った。（ ）内には数値、□にはチェックを
入れなさい。 

 SNS 利用者の幸福度の中央値は（ 4.0 ）、非利用者は（ 3.0 ）であり、 

□ SNS 利用者が有意に大きかった  （P  ）。 

□ SNS 非利用者が有意に大きかった （P  ）。 

□ 有意な差はみられなかった   （P = 0.316 ）。 

03 

Level★★★ 
幸福度が 5 の幸福の者と 3 の普通の者でＢＭＩを比較したい。【グラフと表 → サンプルのサ
マリーデータの背景表の出力】から、それぞれの BMI の基本統計量を計算し、（ ）内には数
値、□にはチェックを入れなさい。 

 幸福の者は（ 13 ）人、普通の者は（ 19 ）人であった。この場合、 

□ パラメトリック検定を使うべきである（スチューデントのｔ検定）。 

□ ノンパラメトリック検定を使うべきである（マンホイットニーのＵ検定）。 

 

検定の際に、【一部のサンプルだけを解析対象にする場合の条件式】を用いれば、幸福度が 5 ま

たは 3 の者だけで検定することができる。その際の条件式を記述しなさい。 

 

幸福度==5 | 幸福度== 3 

 

幸福の者の BMI は （ 20.2 ± 1.4 ）kg/m2、普通のものは （ 20.8 ± 1.8 ）kg/m2

であり、 

□ 幸福のものが有意に大きかった（P  ）。 

□ 普通のものが有意に大きかった（P  ）。 

□ 有意な差はみられなかった  （P = 0.489 ）。 
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04 
Level★★★ 
BMI22 kg/m2 以上の者と 22 kg/m2 未満の者で、幸福度の差の検定を行った。（ ）内には数
値、□にはチェックを入れなさい。 

 BMI22 kg/m2 以上の者の幸福度の中央値は（ ３ ）、 

BMI22 kg/m2 未満の者の幸福度の中央値は（ ４ ）であり、 

□ BMI22 kg/m2 以上の者が有意に大きかった （P  ）。 

□ BMI22 kg/m2 未満の者が有意に大きかった （P  ）。 

□ 有意な差はみられなかった   （P = 0.089 ）。 

 
対応のあるｔ検定 

【対応ありデータ】 
  

01 
Level★☆☆ 
自己啓発プログラムの前後でＢＭＩに差があるか検定を行った。（ ）内には数値、□にはチェ
ックを入れなさい。 

 実施前の BMI は（ 21.4 ± 1.8 ）kg/m2、実施後は（ 20.8 ± 1.7 ）kg/m2 であ

り、 

□ 実施前から有意に増加した  （P  ）。 

□ 実施前から有意に低下した （P < 0.001 ）。 

□ 有意な変化はみられなかった （P  ）。 

02 
Level★☆☆ 
自己啓発プログラムの前後でお金に差があるか検定を行った。（ ）内には数値、□にはチェッ
クを入れなさい。 

 実施前のお金は （ 26433.3 ± 6492.4 ）円、実施後は （ 30100.0 ± 7481.5 ）円

であり、 

□ 実施前から有意に増加した  （P < 0.001 ）。 

□ 実施前から有意に低下した （P  ）。 

□ 有意な変化はみられなかった （P  ）。 

03 

Level★★★ 
変数「幸福指数」は「お金÷1000＋幸福度×10」で求めることができる。【アクティブデータ
セット → 変数の操作 → 計算式を入力して新たな変数を作成する】から 「前_幸福指数」およ
び 「後_幸福指数」を作成し、自己啓発プログラムの前後で幸福指数に差があるか検定を行いな
さい。（ ）内には数値、□にはチェックを入れなさい。 

 実施前の幸福指数は（ 55.8 ± 17.0 ）、実施後は（ 68.1 ± 16.7 ）であり、 

□ 実施前から有意に増加した  （P < 0.001 ）。 

□ 実施前から有意に低下した （P  ）。 

□ 有意な変化はみられなかった （P  ）。 
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符号付順位和検定 
【対応ありデータ】 

  

01 
Level★☆☆ 
自己啓発プログラムの前後で幸福度に差があるか検定を行った。（ ）内には数値、□にはチェ
ックを入れなさい。 

 実施前の幸福度の中央値は（ 3.0 ）、実施後は（ 4.0 ）であり、 

□ 実施前から有意に増加した  （P < 0.001 ）。 

□ 実施前から有意に低下した （P  ）。 

□ 有意な変化はみられなかった （P  ）。 

02 

Level★★★ 
男性において、自己啓発プログラムの前後でBMIに差があるか検定を行いたい。 【グラフと表 → 
サンプルのサマリーデータの背景表の出力】から、それぞれの BMI の基本統計量を計算し、 （ ）
内には数値、□にはチェックを入れなさい。 

 男性は（ 14 ）人であった。この場合、 

□ パラメトリック検定を使うべきである（対応のあるｔ検定）。 

□ ノンパラメトリック検定を使うべきである（符号付順位和検定）。 

 

検定の際に、【一部のサンプルだけを解析対象にする場合の条件式】を用いれば、男性だけで検

定することができる。その際の条件式を記述しなさい。 

 

性別==0 

 

男性の実施前の BMI は （ 21.8 ± 1.9 ）kg/m2、実施後は （ 21.2 ± 1.8 ）kg/m2

であり、 

□ 実施前から有意に増加した  （P  ）。 

□ 実施前から有意に低下した （P = 0.001 ）。 

□ 有意な変化はみられなかった （P  ）。 

03 
Level★★★ 
女性において、自己啓発プログラムの前後で幸福度に差があるか検定を行った。（ ）内には数
値、□にはチェックを入れなさい。 

 実施前の幸福度の中央値は（ 2.0 ）、実施後は（ 3.0 ）であり、 

□ 実施前から有意に増加した  （P = 0.028 ）。 

□ 実施前から有意に低下した （P   ）。 

□ 有意な変化はみられなかった （P  ）。 
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フィッシャーの正確検定 
【対応なしデータ】 

  

01 
Level★☆☆ 
リア充と非リア充について、SNS 使用割合の差の検定を行った。（ ）内には数値、□にはチ
ェックを入れなさい。 

 リア充の SNS 使用割合は（ 70.0 ）%、非リア充は（ 43.3 ）％であり、 

□ リア充が有意に大きかった （P  ）。 

□ 非リア充が有意に大きかった（P  ）。 

□ 有意な差はみられなかった （P =0.067 ）。 

02 
Level★☆☆ 
男性と女性について、SNS 使用割合の差の検定を行った。（ ）内には数値、□にはチェック
を入れなさい。 

 男性の SNS 使用割合は（ 50.0 ）%、女性は（ 62.5 ）％であり、 

□ 男性が有意に大きかった （P  ）。 

□ 女性が有意に大きかった （P  ）。 

□ 有意な差はみられなかった （P = 0.435 ）。 

03 

Level★★★ 
男性のリア充と非リア充について、SNS 使用割合の差の検定を行った。（ ）内には数値、□
にはチェックを入れなさい。検定の際に、【一部のサンプルだけを解析対象にする場合の条件式】
を用いれば、男性だけで検定することができる。 

 男性のリア充の SNS 使用割合は（ 57.1 ）%、非リア充は（ 42.9 ）％であり、 

□ 男性のリア充が有意に大きかった  （P  ）。 

□ 男性の非リア充が有意に大きかった （P  ）。 

□ 有意な差はみられなかった  （P = 0.706 ）。 

04 

Level★★★ 
リア充と非リア充について、幸福度が 4 以上の者の割合の差の検定を行いたい。 【アクティブデ
ータセット → 変数の操作 → 計算式を入力して新たな変数を作成する】から変数を作成し、
検定しなさい。（ ）内には数値、□にはチェックを入れなさい。 

 【計算式を入力して新たな変数を作成する】ときの計算式を記述しなさい。変数名は自由 

 

ifelse(幸福度>=4,1,0) ※幸福度 4 以上を[1]、4 未満を[0]とした場合 

 

リア充の幸福度 4 以上の割合は（ 63.3 ）%、非リア充は（ 36.7 ）％であり、 

□ リア充が有意に大きかった （P  ）。 

□ 非リア充が有意に大きかった（P  ）。 

□ 有意な差はみられなかった （P = 0.070 ）。 
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マクネマー検定 
【対応ありデータ】 

  

01 
Level★☆☆ 
自己啓発プログラムの前後で SNS 使用割合に差があるか検定を行った。（ ）内には数値、□
にはチェックを入れなさい。 

 実施前の SNS 使用割合は（ 43.3 ）％、実施後は（ 73.3 ）％であり、 

□ 実施前から有意に増加した  （P = 0.039 ）。 

□ 実施前から有意に低下した （P  ）。 

□ 有意な変化はみられなかった （P  ）。 

02 
Level★★☆ 
男性において自己啓発プログラムの前後で SNS 使用割合に差があるか検定を行った。（ ）内
には数値、□にはチェックを入れなさい。 

 検定の際に、【一部のサンプルだけを解析対象にする場合の条件式】を用いれば、男性だけで検

定することができる。その際の条件式を記述しなさい。 

 

性別==0 

 

男性の実施前の SNS 使用割合は（ 42.9 ）％、実施後は（ 71.4 ）％であり、 

□ 実施前から有意に増加した  （P  ）。 

□ 実施前から有意に低下した （P  ）。 

□ 有意な変化はみられなかった （P = 0.134 ）。 

03 

Level★★★ 
自己啓発プログラムの前後で、幸福度に差があるか調べたい。そこで、プログラムの前後で幸
福度が 4 以上の者の割合に差があるか調べるため 【アクティブデータセット → 変数の操作 → 
計算式を入力して新たな変数を作成する】から変数を作成し、検定しなさい。 （ ）内には数値、
□にはチェックを入れなさい。 

 実施前の幸福度が 4 以上の者の割合は（ 36.7 ）％、実施後は（ 66.7 ）％であり、 

□ 実施前から有意に増加した  （P = 0.008 ）。 

□ 実施前から有意に低下した （P  ）。 

□ 有意な変化はみられなかった （P  ）。 
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無相関検定 
【対応なしデータ】 

  

01 
Level★☆☆ 
対象者全体の年齢とＢＭＩの相関係数がいくつか計算した。また、相関係数が有意であるか無
相関検定を行った。（ ）内には数値、□にはチェックを入れなさい。 

 対象者全体の年齢とＢＭＩの相関係数(r)は（ -0.141 ）であり、 

□ 有意な正の相関が見られた  （P  ）。 

□ 有意な負の相関が見られた （P  ）。 

□ 有意な相関は見られなかった （P = 0.283 ）。 

02 
Level★☆☆ 
対象者全体の幸福度とお金の相関係数がいくつか計算した。また、相関係数が有意であるか無
相関検定を行った。（ ）内には数値、□にはチェックを入れなさい。 

 対象者全体の幸福度とお金の相関係数(r)は（ 0.574 ）であり、 

□ 有意な正の相関が見られた  （P < 0.001 ）。 

□ 有意な負の相関が見られた （P  ）。 

□ 有意な相関は見られなかった （P  ）。 

03 
Level★★★ 
リア充のお金と幸福度の相関係数がいくつか計算した。また、相関係数が有意であるか無相関
検定を行った。（ ）内には数値、□にはチェックを入れなさい。 

 お金は間隔・比例尺度、幸福度は順序尺度である。この場合、 

□ パラメトリック検定であるピアソンの相関係数を使うべきである。 

□ ノンパラメトリック検定であるスピアマンの相関係数を使うべきである。 

 

検定の際に、【一部のサンプルだけを解析対象にする場合の条件式】を用いれば、リア充だけで

検定することができる。その際の条件式を記述しなさい。 

 

リアル==0 

 

リア充のお金と幸福度の相関係数(r)は（ 0.416 ）であり、 

□ 有意な正の相関が見られた  （P = 0.022 ）。 

□ 有意な負の相関が見られた （P  ）。 

□ 有意な相関は見られなかった （P  ）。 

 


